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②

　

火
縄
銃
の
号
砲
で
ス
タ
ー
ト
し
た
鉄

砲
ま
つ
り
。
太
鼓
山
（
①
）、
子
供
み
こ

し
（
②
）
が
威
勢
の
良
い
掛
け
声
と
と

も
に
ま
ち
中
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。（
午

後
に
予
定
し
て
い
た
南
蛮
行
列
、
団
体

手
踊
り
、
宣
伝
パ
レ
ー
ド
は
雨
と
雷
の

影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
）

　

演
芸
大
会
が
始
ま
る
頃
に
は
天
気
も

回
復
。
司
会
を
務
め
た
の
は
今
鞍
隆
志

さ
ん
と
、
昨
年
に
引
き
続
き
Ｋ
Ｙ
Ｔ
リ

ポ
ー
タ
ー
の
牧
瀬
加
奈
さ
ん
（
上
之
原

町
出
身
・
③
）。
今
年
度
か
ら
フ
レ
ッ

シ
ュ
種
子
島
に
就
任
し
た
砂
坂
有
紀
さ

ん（
鴨
女
町
・
左
）と
河
野
汐
里
さ
ん（
南

種
子
町
）
は
、
活
動
の
意
気
込
み
を
元

気
に
語
り
（
④
）、
ス
テ
ー
ジ
で
は
吹

奏
楽
や
エ
イ
サ
ー
、
ダ
ン
ス
、
よ
さ
こ

い
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
盛
り

上
が
り
と
な
り
ま
し
た
（
⑤
）。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
約
８
０
０
０

発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　

演
芸
大
会
ス
テ
ー
ジ
の
最
後
に
は
、

種
子
島
が
舞
台
の
ゲ
ー
ム
・
ア
ニ
メ
「
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
・
ノ
ー
ツ
」
の
主
題
歌
を

歌
う
い
と
う
か
な
こ
さ
ん
（
⑥
）
と
、

６
年
ぶ
り
の
出
演
と
な
っ
た
Ｚ
ｗ
ｅ
ｉ

（
⑦
）
の
Ａ
ｙ
ｕ
ｍ
ｕ
さ
ん
、
М
ｅ
ｇ

ｕ
さ
ん
が
登
場
。
迫
力
の
歌
声
と
観
客

も
巻
き
込
ん
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

酔
い
し
れ
ま
し
た
。

   

い
と
う
か
な
こ
さ
ん
＆

   　
　
　
　

Ｚ
ｗ
ｅ
ｉ
さ
ん
熱
唱

第
50
回
鉄
砲
ま
つ
り

　８月 25 日（日）、第 50 回を迎えた種子島鉄砲
まつりは、雨が降りしきる中、内容を一部変更し
たものの、盛大に開催されました。
　皆さまのご協力、誠にありがとうございました。

②

③ ④

⑤

⑤

⑥

⑦

①

市政の窓 2019.10 月号



③

絵画展

小学校低学年の部 小学校高学年の部

最優秀賞 古元 一真（下西小 3 年）最優秀賞 久保木 悠介（伊関小 6 年）

優秀賞 長野 虹桜（榕城小 3 年） 優秀賞 中本 みなみ（安納小 6 年）

佳作 岩下 夏希（榕城小 3 年） 佳作 末永 雅樹（榕城小 6 年）

　　　  中学生の部

最優秀賞 田原 葵　（種子島中 2 年） 優秀賞 川﨑 萌々華（種子島中 2 年）

佳作 有川 千佳（種子島中 1 年） 佳作 榎元 姫菜（種子島中 1 年）

　　子供みこしコンテスト
　　　　　※「」はみこしタイトル

１位
上西子ども会
　「サグレス号に夢をのせて」

２位
松畠子ども会
　「令和も仲良し松畠子ども会」

３位
小牧子ども会
　「小牧こども会」

各種表彰
おめでとうございます！

※敬称略

【
参
加
団
体
（
順
不
同
）】

　

種
子
島
火
縄
銃
保
存
会
、
中
種
子
火

縄
銃
保
存
会
、
種
子
島
火
縄
銃
南
部
鉄

砲
隊
、
堺
火
縄
銃
保
存
会
、
国
友
鉄
砲

研
究
会
、
葦
北
鉄
砲
隊
、
岩
国
藩
鉄
砲

隊
保
存
会
、
根
来
史
研
究
会
根
来
鉄
砲

隊
、
紀
州
雑
賀
鉄
砲
衆

　　全国から 9 団体が集結
　　　大迫力　火縄銃大会の

　

第
50
回
の
鉄
砲
ま
つ
り
を
記
念
し

て
、
東
町
公
民
館
横
駐
車
場
で
火
縄
銃

大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
種
子
島
・
堺
・
国
友

の
鉄
砲
隊
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
、
全

国
各
地
の
鉄
砲
隊
９
団
体
約
70
人
が
出

演
し
、
試
射
演
武
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
、
急
き
ょ
テ

ン
ト
の
中
か
ら
の
試
射
披
露
と
な
り
ま

し
た
が
、
一
斉
撃
ち
や
段
撃
ち
な
ど
、

各
団
体
、
息
の
合
っ
た
試
射
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

大
迫
力
の
号
砲
や
実
戦
を
模
し
た
演

出
で
次
々
と
試
射
が
披
露
さ
れ
、
観
客

か
ら
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

８
月
24
日
（
土
）、
鉄
砲
ま
つ
り
前

夜
祭
で
、
ま
つ
り
の
度
に
火
縄
銃
試
射

を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
次
の
３
団

体
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

◆
種
子
島
火
縄
銃
保
存
会
（
47
年
間
）

◆
堺
火
縄
銃
保
存
会
（
38
年
間
）

◆
国
友
鉄
砲
研
究
会
（
37
年
間
）

   
３
団
体
に
感
謝
状
を
贈
呈

市政の窓2019.10 月号



ヴィラドビスポ市

リスボン（首都）

ポルトガル
位置図

ポルト

大西洋
ポルトガル スペイン

～国際交流に向けて～№５

ヴィラ・ド・ビスポ市
2019.8.22（木）～ 8.27（火）

市
民
と
交
流  

今
後
の
友
好
誓
う

　

ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
市
か
ら
、
ソ

ア
レ
ス
市
長
、
マ
ル
テ
ィ
ン
ス
議
長
、

エ
ル
サ
・
ゴ
メ
ス
秘
書
室
長
、
ジ
ョ
ア

ナ
・
シ
ェ
ン
カ
ー
さ
ん
（
ボ
デ
ィ
ボ
ー

ド
２
０
１
７
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
が

来
島
し
ま
し
た
。

　

滞
在
中
に
は
、
島
内
の
見
学
、
陶
芸

や
茶
道
、
墨
絵
な
ど
の
日
本
文
化
を
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
①
、
②
）。

ま
た
、
こ
ど
も
園
を
訪
問
し
、
子
ど
も

た
ち
と
も
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
（
③
）。

　

24
日
（
土
）、鉄
砲
ま
つ
り
前
夜
祭
「
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
夕
べ
」
で
は
、
ソ
ア
レ
ス

市
長
が
同
市
を
紹
介
。
写
真
パ
ネ
ル
を

い
た
だ
き
ま
し
た（
④
）。「
マ
リ
オ
ネ
ッ

ト
」
に
よ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
ギ
タ
ー
と
マ

ン
ド
リ
ン
の
演
奏
も
行
わ
れ
、
気
分
は

ポ
ル
ト
ガ
ル
に
（
⑤
）。
ま
つ
り
当
日
に

は
、
ソ
ア
レ
ス
市
長
が
地
元
参
加
者
と

力
強
く
太
鼓
山
を
担
ぐ
姿
も
（
⑥
）。

　

同
市
の
皆
さ
ん
は
、
様
々
な
場
所
で

市
民
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
、
満
足
気

な
表
情
で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
民
交
流
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
交
流
、
歴
史
・
文
化
交
流
な
ど
を
中

心
に
友
好
関
係
を
築
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
温
か
く
迎
え

て
い
た
だ
き
、
各
所
で
た
く
さ
ん
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

①

▲左からエルサ秘書室長、ジョアナさん、マルティンス議長、ソアレス市長

④

市長　　４名来島など

ヴィラ・ド・ビスポ市ってどんなところ？
　ポルトガル共和国の南部にある人口約 6000
人の町で、面積は本市の半分くらい。経済活
動の中心は農業と漁業。野趣あふれた景観、
歴史的に重要な建物と地域、豊かな海岸線に
広がる浜辺など観光資源にも恵まれています。
　本市は、1993 年（平成 5 年）、鉄砲伝来 450
周年を機に同市と姉妹都市盟約を締結。今年
１月、盟約締結 25 周年を記念し、同市へ市民
訪問団を派遣しました。

②

③ ⑥

⑤

マリオネットの 2人による公演

④市政の窓 2019.10 月号



　
「
鉄
砲
館
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い

る
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
８

月
24
日
（
土
）
に
入
館
者
１
５
０
万
人

を
達
成
し
、
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　

め
で
た
く
１
５
０
万
人
目
と
な
っ
た

の
は
、
里
帰
り
出
産
し
て
い
た
沖
縄
県

在
住
の
新
垣
潤
さ
ん
と
生
後
２
か
月
の

葵
帆
ち
ゃ
ん
親
子
。
記
念
の
く
す
玉
を

割
っ
た
後
、
八
板
市
長
が
認
定
証
と
記

念
品
11
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

新
垣
さ
ん
は
、「
び
っ
く
り
し
た
。

初
め
て
の
子
ど
も
が
、
初
め
て
の
鉄
砲

館
だ
っ
た
の
で
、
よ
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
」
と
満
面
の
笑
み
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
種
子
島
火
縄
銃

保
存
会
に
よ
る
試
射
演
武
の
号
砲
が
響

き
渡
り
、
訪
れ
た
観
光
客
ら
の
大
歓
声

と
と
も
に
、
１
５
０
万
人
達
成
を
祝
い

ま
し
た
。

①
種
子
島
中
生
徒

　
　

未
来
人
財
育
成
塾
に
参
加

未
来
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

　
　
　

未
来
人
財
育
成
塾
・
未
来
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

８
月
４
日
（
日
）
～
８
日
（
木
）
に
、

東
京
都
市
大
学
二
子
玉
川
夢
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
プ
ラ
チ
ナ
構
想
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
主
催
の
「
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人

財
育
成
塾
」
に
、
種
子
島
中
学
校
か
ら

２
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

プ
ラ
チ
ナ
社
会
（
※
）
実
現
に
向
け

た
講
義
が
行
わ
れ
、
種
子
島
で
の
社
会

課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
み
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
は
「
自

分
の
地
域
の
積
極
的
な
取
組
み
を
実
感

し
た
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
中
学
生

と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
意
見
を

交
わ
し
合
い
な
が
ら
、
プ
ラ
チ
ナ
社
会

実
現
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

※
プ
ラ
チ
ナ
社
会
…
エ
コ
ロ
ジ
ー
で
、
資

源
の
心
配
が
な
く
、
老
若
男
女
が
全
員
参

加
し
、
心
も
モ
ノ
も
豊
か
で
、
雇
用
が
あ

る
社
会

②
未
来
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

   

中
・
高
生
が
「
未
来
市
長
」
に

　

８
月
20
日
（
火
）、「
に
し
の
お
も
て

未
来
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
市
民
会
館

で
開
催
し
、
市
内
の
中
・
高
生
47
名
が

未
来
の
市
長
に
就
任
し
た
と
仮
定
し
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
種
子
島
高
校
２
年
１
組

の
生
徒
が
市
の
現
状
を
説
明
。
そ
の
後

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
市
の
課
題
を
抽

出
し
、
そ
の
課
題
に
対
す
る
取
組
み
を

ま
と
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ま
と
め
た
意
見
を
八
板

市
長
に
提
言
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、

「
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
郷
土
料

理
を
通
じ
て
多
世
代
が
交
流
で
き
る
施

設
に
す
る
」
や
「
宇
宙
関
連
の
高
等
教

育
機
関
の
設
置
」
な
ど
。

　

市
で
は
、
今
後
も
将
来
を
担
う
人
材

育
成
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①②

②

種子島開発総合センター鉄砲館

入館者150 万人達成 ‼
◆昭和 58 年（1983）5 月 14 日開館…総工費 510,107 千円
◆平成 6 年（1994）…入館者 50 万人達成
◆平成 7 年（1995）…過去最高年間 67,552 人の入館者
◆平成 8 年（1996）…ヤクタネゴヨウマツ展示室増設
◆平成 15 年（2003）…入館者 100 万人達成
◆平成 22 年（2010）…ミュージアムガイド配置。（現：
鉄砲館コンシェルジュ）
◆平成 23 年（2011）…夏休みに、こどもガイド配置。（現：
キッズコンシェルジュ）
◆令和元年（2019）8 月 24 日…入館者 150 万人達成

～鉄砲館のあゆみ～

認定証を受取る新垣さん

⑤ 市政の窓2019.10 月号



第
１
０
７
回
市
畜
産
共
進
会

　

８
月
19
日
（
月
）、
市
畜
産
共
進
会

が
市
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
各

地
区
か
ら
選
ば
れ
た
雌
牛
39
頭
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。
団
体
の
部
で
は
安
納
地

区
が
総
合
優
勝
。
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
は
㈱
中
園
フ
ァ
ー
ム
（
安
納
）

の
「
は
な
こ
号
」
が
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
小
学
５
、６
年
生
を

対
象
に
募
集
し
た
「
牛
の
絵
」
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞
作
品
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
、

応
募
作
品
全
１
３
８
点
が
会
場
に
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

最優秀賞
  中本 みなみ（安納・6 年）「たくさんの愛情で成長を」
金賞
  川﨑 太渡（榕城・6 年）「きれいな青空と仲良い子牛たち」
  山口 真瑚（榕城・6 年）「牛の親子」
  内田 啓達（安城・６年）「い圧感のある牛」
銀賞
  小川 凱（榕城・6 年）「青空の下で」
  森原 茅（安城・6 年）「ひょっこりギュー」
  片浦 昊（安納・6 年）「草原でひと休み」

「牛の絵」コンクール入賞作品
　　　　　　　　　　　　　　　　　※敬称略、（  ）内は学校・学年

　　　　　　　　　※最優秀賞のみ掲載、敬称略
団体賞  1 位 安納　2 位 伊関　3 位 榕城
グランドチャンピオン賞
  　　2 部　はなこ号　㈱中園ファーム（安納）
１部  1 席　へいせい号　池亀 勇（上西）
  　　2 席　みう号　㈱杉牧場（伊関）
  　　3 席　こずえ号　日髙 直己（榕城）
２部  1 席　はなこ号　㈱中園ファーム（安納）
  　　2 席　ゆりみ 2 号　餅田 一省（伊関）
  　　3 席　30 おやま 5 号　㈱中園ファーム（安納）
  　　4 席　よしこ号　㈱杉牧場（伊関）
  　　5 席　なつき号　長田 實美（国上）
  　　6 席　みつえ 3 の 1 号　長山 正樹（榕城）
３部  1 席　はなえ号 瀬川 実明（住吉）
　　  2 席　よしえい号　㈱中園ファーム（安納）
　　  3 席　くいな号　榎本 幸徳（現和）
　 　 4 席　ひろみ号　中園 昌吾（安納）
　　  5 席　かずみ号　中村 逸夫（国上）

西之表市畜産共進会　審査結果

　　　　　　　　　　※最優秀賞のうち本市出品牛のみ掲載

団体賞  1 位 西之表市（29 年ぶり）
グランドチャンピオン賞
  　　　2 部　はなこ号　中園 昌吾（安納）
  １部　2 席　へいせい号　池亀 勇（上西）
  　　　3 席　みう号　㈱杉牧場（伊関）
  ２部　1 席　はなこ号　中園 昌吾（安納）
  　　　３席　よしこ号　㈱杉牧場（伊関）
　　　11 席　ゆりみ 2 号　餅田 一省（伊関）
  ３部　１席　はなえ号 瀬川 実明（住吉）
  　　　３席　よしえい号　中園 昌吾（安納）
  　　　７席　ひろみ号　中園 昌吾（安納）
  　　　9 席　くいな号　榎本 幸徳（現和）

熊毛地区畜産共進会　審査結果

29
年
ぶ
り
に
団
体
優
勝

   

第
52
回
熊
毛
地
区
畜
産
共
進
会

　

９
月
４
日
（
水
）、
種
子
島
家
畜
市

場
（
中
種
子
町
）
で
熊
毛
地
区
畜
産
共

進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
、
市
共
進
会
で
選
ば
れ

た
14
頭
が
出
品
さ
れ
、
団
体
の
部
で
は

平
成
２
年
以
来
29
年
ぶ
り
に
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、第
２
部
で
中
園
昌
吾
さ
ん
（
安

納
）
の
「
は
な
こ
号
」、
第
３
部
で
瀬

川
実
明
さ
ん
（
住
吉
）
の
「
は
な
え
号
」

が
最
優
秀
賞
１
席
に
輝
き
ま
し
た
。「
は

な
こ
号
」
は
、
９
月
28
日
（
土
）
に
姶

良
中
央
家
畜
市
場
（
霧
島
市
）
で
開
催

さ
れ
る
県
畜
産
共
進
会
に
出
場
し
ま
す
。

第２部 1 席はなこ号
（中園昌吾さん・安納）

※
結
果
は
上
の
審
査
結
果
を
参
照
く
だ
さ
い
。

極上の品質
西之表の牛

第３部１席はなえ号
（瀬川実明さん・住吉）

▲牛の絵コンクール表彰式 ▲市共進会審査の様子

⑥市政の窓 2019.10 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

　

８
月
22
日
（
木
）、
西
之
表
出
身
の

漢
学
者
「
西
村
天
囚
」
講
演
会
を
市
民

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
３
月
の
市
民

フ
ェ
ア
で
行
っ
た
講
演
の
続
編
で
、
湯

浅
邦
弘
教
授
（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
）
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

明
治
43
年
、
世
界
一
周
の
旅
に
出
た

天
囚
。
ア
メ
リ
カ
で
初
め
て
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
に
乗
り
、「
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

の
よ
う
に
動
く
梯
段
」
と
驚
き
つ
つ
も
、

「
日
本
に
も
誇
る
べ
き
文
化
や
技
術
が

あ
る
」
と
認
識
し
、
欧
米
の
先
進
文
明

に
向
き
合
い
ま
し
た
。

郷
土
の
偉
人　

西
村
天
囚
講
演
会
第
２
弾

長
山
夏
子
さ
ん
１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

８
月
20
日
（
火
）、「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
や
ま
び
こ
」
で
長
山
夏
子
さ
ん
の

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
お
祝
い
し
、
お

祝
い
の
言
葉
と
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

　

長
山
さ
ん
は
、
大
正
８
年
福
岡
県
生

ま
れ
。
結
婚
後
種
子
島
へ
移
住
し
、
子

ど
も
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
現
在
は
大

好
き
な
読
書
を
し
て
過
ご
す
こ
と
が
多

い
そ
う
で
す
。

　

訪
問
の
際
に
は
、
ご
家
族
や
施
設
職

員
の
方
と
一
緒
に
お
祝
い
し
、
賑
や
か

な
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お

元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

９
月
13
日
（
金
）、
第
52
回
熊
毛
地
区

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
（
乳
用
牛
）
共
進
会
が
、

種
子
島
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
、
本
市

か
ら
全
17
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
、
種
子
島
高
等
学
校
、

㈲
サ
カ
モ
ト
、
松
元
啓
介
さ
ん
の
出
品

牛
が
最
優
秀
賞
１
席
に
輝
き
、
10
月
２

日
（
水
）
に
姶
良
中
央
家
畜
市
場
で
行

わ
れ
る
、
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
へ

の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
の
出
品
牛
は
、
９
部
門
中
、

５
部
門
で
最
優
秀
賞
１
席
を
獲
得
し
ま

し
た
。

２部　生後 12 カ月以上～ 14 ヶ月未満
　1 席　ブロードリー ブラクストン スペリオール　種子島高等学校
４部　生後 16 カ月以上～ 19 ヶ月未満
　1 席　ブロードリー クラツシユ ベイビツト　種子島高等学校
6 部　3 歳未満
　1 席　ロドン メリデイアン メープル　松元 啓介（上西校区）
8 部　4 歳以上～ 5 歳未満
　1 席　ズワルチエ ゴールドロイ マンデイ　種子島高等学校
９部　5 歳以上
　1 席　ミドリ マーク モーグル　( 有 ) サカモト（榕城校区）

※本市出品牛のうち県ホルスタイン共進会出場牛
熊毛地区ホルスタイン共進会　審査結果

▲第 2 部 1 席ブロードリー ブラクストン
　　　　　　　　　　スペリオール（種子島高校）

本
市
出
品
牛
５
部
門
で
１
席
獲
得

　
　

熊
毛
地
区
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会▲第 6 部 1 席ロドン メリデイアン

　　　　　　　　　　メープル（松元 啓介さん・上西）

未経産牛の部グランドチャンピオン 経産牛の部グランドチャンピオン

⑦ 市政の窓2019.10 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

伊
佐
市
と
姉
妹
都
市
10
周
年

　
　
　

   　

市
役
所
で
記
念
式
典

　

８
月
25
日
（
日
）、
市
役
所
で
伊
佐

市
と
の
姉
妹
都
市
盟
約
締
結
10
周
年
記

念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
両
市
長
な
ど
約
35
名
が

出
席
し
、
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
伊
佐
市
の
花
で
あ
る
「
桜
」

を
植
樹
す
る
予
定
で
し
た
が
、
荒
天
の

た
め
延
期
。
27
日
（
火
）、
市
役
所
正

面
玄
関
横
に
植
樹
し
ま
し
た
。

　

伊
佐
市
と
は
、
大
口
市
・
菱
刈
町
へ

の
学
童
疎
開
が
縁
で
姉
妹
都
市
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
か
た

ち
で
交
流
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

８
月
28
日
（
水
）、「
熊
毛
地
域
農
業

を
語
る
会
in
種
子
島
」
が
開
催
さ
れ
、

県
農
政
部
長
を
は
じ
め
農
業
経
営
者
ク

ラ
ブ
熊
毛
支
部
会
員
、
関
係
団
体
等
か

ら
約
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
市
内
の
安
納
い
も
関
連

施
設
や
さ
と
う
き
び
新
品
種
「
は
る
の

お
う
ぎ
」
の
実
証
圃
場
を
視
察
。
そ
の

後
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
４
名
（
う
ち
市
内
２
名
）
の

農
家
が
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

コ
ス
ト
低
減
や
雇
用
・
労
働
力
の
確

保
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

充
実
し
た
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
農
業
を
語
る
会
in
種
子
島

　

８
月
16
日

（
金
）、
昭
和
59

年
３
月
卒
業
生

の
国
上
中
学
校

同
窓
会
を
市
内

料
理
店
で
行
い

ま
し
た
。

　

お
盆
に
合
わ

せ
て
計
画
し
ま

し
た
が
、
台
風

の
影
響
も
あ

り
、
一
部
は
参
加
で
き
ず
。
そ
れ
で
も

卒
業
生
50
名
中
、
12
名
が
参
加
し
、
下

の
名
前
で
呼
び
合
い
な
が
ら
、
近
況
や

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
っ
と
い
う
間
に
時
が
過

ぎ
、「
60
歳
や
っ
た
り
ー
、
長
過
ぎ
い
ー

か
ら
、
次
は
55
歳
や
な
ぁ
ー
」
と
次
回

の
同
窓
会
で
の
再
会
を
申
し
合
わ
せ
て

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
上
中
は
閉
校
に
な
り
ま
し
た
が
、

日
本
各
地
で
暮
ら
す
同
窓
生
の
元
気
な

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、「
き
ば
ら

ん
ば
い
け
ん
な
ー
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
き
ー
出
来
ん
か
っ
た
し
は
、
５
年

後
や
か
ら
な
、
覚
え
と
か
ん
ば
！
」
と

同
窓
会
執
行
部
か
ら
の
連
絡
で
す
。

国
上
中
50
歳
記
念
同
窓
会
を
開
催

《
お
便
り
い
た
だ
き
ま
し
た
》

被
災
地
で
ラ
ー
メ
ン
を
提
供

   

本
市
出
身
濱
田
龍
郎
さ
ん
来
庁

　

８
月
30
日
（
金
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
九
州
ラ
ー
メ
ン
党
」

理
事
長
の
濱
田
龍
郎
さ
ん
が
来
庁
し
ま

し
た
。

　

濱
田
さ
ん
は
、
熊
本
県
益
城
町
で
同

法
人
を
立
ち
上
げ
、
障
が
い
者
就
労
支

援
施
設
や
ラ
ー
メ
ン
店
を
運
営
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
30
年
に
わ
た
り
、
全

国
の
被
災
地
に
駆
け
つ
け
、
10
万
杯
以

上
の
ラ
ー
メ
ン
を
無
償
で
振
る
舞
っ
て

き
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
度
に
は
、
社
会
に
感
動

を
与
え
た
人
・
団
体
を
顕
彰
す
る
「
シ

チ
ズ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」（
シ

チ
ズ
ン
時
計
㈱
主
催
）
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。

⑧市政の窓 2019.10 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

　

８
月
30
日
（
金
）、
令
和
元
年
度
道

路
愛
護
団
体
表
彰
伝
達
式
が
、
熊
毛
支

庁
で
行
わ
れ
、「
な
か
わ
り
桜
島
街
道

サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
「
伊
関
地
域
資
源
保

全
会
」
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
道
路
の
清
掃
や
花

壇
・
植
栽
等
の
管
理
な
ど
の
活
動
が
、

地
域
の
模
範
と
な
る
と
し
て
功
績
を
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

受
賞
し
た
２
団
体
は
、「
道
路
は
地

域
発
展
の
基
礎
、
今
後
も
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

な
か
わ
り
桜
島
街
道
サ
ポ
ー
タ
ー
・
伊
関
地
域
資
源
保
全
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
路
愛
護
県
知
事
表
彰
を
受
賞

　

８
月
29
日
（
木
）、
馬
毛
島
学
習
会

を
市
民
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
続
き
２
回
目
と
な
っ
た
こ
の

日
は
、
学
生
含
む
約
１
０
０
人
が
参
加
。

　

馬
毛
島
の
自
然
、
歴
史
・
文
化
の
説

明
や
、
活
用
策
を
話
し
合
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
に
行
っ
た
体
験
活
動
参

加
者
の
学
生
３
名
が
感
想
を
発
表
。「
た

く
さ
ん
の
自
然
や
生
き
物
が
残
っ
て
い

て
驚
い
た
。 

こ
の
活
動
を
続
け
、
多
く

の
人
に
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

体
験
活
動
参
加
者
が
感
想
を
発
表　

馬
毛
島
学
習
会
を
開
催

　

９
月
14
日
（
土
）、
市
民
会
館
で
自

主
文
化
事
業
と
し
て
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
甲
南
高
校
吹
奏
楽
部

の
卒
業
生
５
名
（
う
ち
１
名
種
子
島
在

住
）。
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
楽
曲
を
は
じ
め
、

秋
の
歌
や
ジ
ブ
リ
作
品
な
ど
、
重
厚
感

あ
る
音
色
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

地
元
の
バ
ン
ド
「
ム
ジ
ー
ク
・
ク
ロ
ー

バ
ー
ズ
・
カ
ル
テ
ッ
ト
」
や
肱
岡
亜
衣

子
さ
ん
（
南
種
子
中
教
諭
）
も
友
情
出

演
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

金
管
五
重
奏
の
音
色
響
く　

こ
う
な
ん
ブ
ラ
ス
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
９

　

９
月
11
日
（
水
）、
現
和
小
３
、４
年

生
の
児
童
19
名
が
、
学
習
農
園
に
実
っ

た
落
花
生
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

現
和
地
区
は
、
種
子
島
で
の
落
花
生

栽
培
の
初
地
と
し
て
伝
わ
っ
て
お
り
、

現
和
小
で
は
、
授
業
の
一
環
と
し
て
、

落
花
生
栽
培
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

５
月
に
種
を
播
き
、
６
月
に
開
花
を

迎
え
、
こ
の
日
は
合
わ
せ
て
約
８
㎏
の

落
花
生
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
、「
収
穫
す
る
と
、
思
っ
た

以
上
に
実
っ
て
い
て
嬉
し
か
っ
た
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
を
知
る　

栽
培
初
地
の
落
花
生
を
収
穫
（
現
和
小
）
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⑩

【材料】（４人分）
さつまいも……400g
刻みこんぶ……40g
油あげ…………3 枚
　※油あげは油ぬきする。

【作り方】
①　さつまいもは皮つきのまま 2 ㎝の輪切りにし、
　水にさらす。
②　こんぶは塩でもんで充分に水洗いし、食べやす
　い大きさに切る。
③　鍋にこんぶとだしを入れて火にかけ、こんぶがやわらかくなったら油あげとさつまいもと砂糖
　を加え、落としブタをして、7 ～ 8 分煮る。
④　しょう油を加えて 12 分～ 15 分かけて、芋がやわらかくなるまで煮る。

第 149 弾
さつまいもとこんぶの煮物

おいもの季節★種子島の旬の食材を
　　　　おいしく食べよう！

■問い合わせ先　市保健センターすこやか　☎ 24-3233

だし………2 カップ
砂糖………大さじ 3
しょう油…大さじ 4

市
長
独
言

№ 30
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
窓

　
西
之
表
市
の
姉
妹
都
市
ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
の
ア
デ
リ
ー
ノ
・
ソ
ア
レ
ス
市

長
ら
一
行
４
人
が
８
月
の
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
を
挟
ん
だ
６
日
間
、
種
子
島
に
滞

在
し
ま
し
た
。
ソ
ア
レ
ス
市
長
は
太
鼓
山
の
法
被
を
着
て
、
神
輿
を
か
つ
ぎ
ま
し

た
。

　
こ
の
ほ
か
茶
道
、
墨
絵
、
陶
芸
の
体
験
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー
、
こ
ど
も
園
の
見
学

も
し
た
訪
問
の
終
わ
り
に
、
今
後
の
交
流
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
、経
済
な
ど
の
分
野
で
「
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
」
と
一
致
し
ま
し
た
。

　
一
行
の
一
人
、
ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド
２
０
１
７
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ジ
ョ
ア
ナ
・

シ
ェ
ン
カ
ー
さ
ん
は
子
供
の
頃
、「Praça de 

Tanegashim
a

（
種
子
島
広
場
）」
で
遊
ん
で

い
て
、「Tanegashim

a

」
と
は
何
だ
ろ
う
と
、

い
つ
も
疑
問
に
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ

の
広
場
は
市
庁
舎
に
隣
接
す
る
公
園
で
、
姉

妹
都
市
盟
約
に
ち
な
ん
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
１
月
の
西
之
表
市
訪
問
団
の
鉄
砲
隊
（
種

子
島
火
縄
銃
保
存
会
）
も
こ
こ
で
試
射
演
武

を
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ェ
ン
カ
ー
さ
ん
は
「
種
子
島
の
波
は
い

い
波
。
海
水
が
温
く
て
う
れ
し
い
。
サ
ー
フ
ィ

ン
は
夏
の
ス
ポ
ー
ツ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

年
間
を
通
し
て
で
き
る
。
こ
の
素
晴
ら
し
い

種
子
島
の
海
に
世
界
の
サ
ー
フ
ァ
ー
を
呼
ぶ

な
ら
、
私
は
喜
ん
で
お
手
伝
い
し
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
大
西
洋
に
面
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
海
岸
は
種
子
島
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
鉄
浜
、

犬
城
、
熊
野
、
竹
崎
、
門
倉
岬
に
至
る
太
平
洋
岸
の
海
蝕
洞
、
風
蝕
崖
の
奇
観
の

ス
ケ
ー
ル
を
大
き
く
し
た
感
じ
で
す
。

　
ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
は
北
緯
37
度
。
日
本
な
ら
雪
国
の
新
潟
県
上
越
市
あ
た

り
に
位
置
し
ま
す
が
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
南
西
端
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

温
暖
で
風
光
明
媚
な
保
養
地
で
す
。
今
後
、
私
た
ち
に
と
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
が

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
窓
」
と
な
る
予
感
が
し
て
い
ま
す
。

Ｊ・シェンカーさん＠種子島
　　　　　　　　　　　　写真：STOKED Bodyboarding Magazine
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学校給食センター調理員
【業務内容】

　調理・洗浄業務及び各学校への配送
【募集人員】2 名
【資格】

①市内に住所を有する昭和 29 年４月２日以降
に生まれた方で、市税等の滞納がない方（概ね
１年以内に完納が見込める方を含む）
②普通自動車免許（ＡＴ限定不可）
※その他にも条件があります。

【雇用期間】
　採用日～令和２年３月 31 日（火）
※土日・祝日を除く。

【勤務時間】
　7：30 ～ 16：15、8：00 ～ 16：45、8：30
～ 17：15 の交替制（休憩時間 60 分）

【賃金】月額 142,900 円（社会保険適用）
【提出書類】

　臨時的職員採用申請書（給食センター備付）、
履歴書（自筆、写真貼付）、作文（エントリーシー
ト）、市税の納税証明

【選考方法】書類選考及び面接（応募者がいた
場合随時実施し、決定後募集を終了します）

■提出・問い合わせ先
　〒 891‐3101　西之表 8888 番地 1
　市立学校給食センター☎２３‐５６６１

募 集入札参加資格申請  追加受付
　令和元・２年度に市（水道課含む）が発注
する建設工事等及び物品調達等に係る一般競争

（指名競争）入札に参加を希望される方のうち、
平成 31 年 1・2 月に実施した定期申請をされて
いない方を対象に追加受付を行います。

【追加受付期間】
　10 月 1 日（火）～ 11 月２9 日（金）
※持参の場合は土、日、祝日を除く。郵送の場
合は 11 月２9 日消印有効。

【申請方法】
　申請書（市ホームページ掲載）に必要書類を
添付し、直接持参いただくか、郵送で提出して
ください。

■提出・問い合わせ先
　市財産監理課管理・登記係
　☎ 22‐1111 内線 281/284

＊市ホームページ≫事業者の方へ≫入札》「令
和元・２年度西之表市入札参加資格申請の追加
受付について」

入 札

　　　　ご利用ください！
　　　　タックスアンサー（よくある税の質問）

　国税庁ホームページの「タックスアンサー（よ
くある税の質問）」では、よくある税の質問に
対する一般的な回答を、税金の種類ごとに調べ
ることができます。
　また、キーワードでの検索もできますので、
是非ご利用ください。
◇ パ ソ コ ン（www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/
taxanswer/index2.htm）
◇携帯電話（www.nta.go.jp/m/taxanswer/）
＊携帯サイトは、下の QR コードからもご利用
できます。

■問い合わせ先
　種子島税務署
　☎ 22‐0440（自動音声案内で「2」を選択）

税 金

行政相談所を開設

　10 月 7 日（月）から 13 日
（日）までの１週間は、行政

相談週間となっており、全国
的に各種行事が行われていま
す。
　この一環として、市では行
政相談委員の長

は み だ

深田 稔さん
が、行政相談所を開設します。
　国などの行政機関の仕事に
対する苦情・要望・問い合わせなど、お気軽に
ご相談ください。なお、相談は無料で、秘密は
厳守されます。

【日時】
　10 月 12 日（土）10：00 ～ 12：00

【場所】
　市民会館２階多目的室

■問い合わせ先
　市役所総務課法制文書係
　☎ 22‐1111 内線 277

相 談

長深田 稔さん
☎ 23‐1318

総務省行政相談委員
（西之表市担当）

⑪ 市政の窓2019.10 月号



行政トピックス
Administrative topics

行政トピックス
Administrative topics

乗ってみよう！

西
之
表
市
の
公
共
交
通
は

   

２
つ
の
運
行
形
態
の
組
合
わ
せ

わかさ姫 と どんがタクシー
　

本
市
で
は
、「
市
街
地
巡
回
バ
ス
〈
通

称
・
わ
か
さ
姫
〉」
と
「
デ
マ
ン
ド
（
予

約
）
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
〈
通
称
・
ど
ん

が
タ
ク
シ
ー
〉」
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
巡
回
ル
ー
ト
の
変
更
や

停
留
所
の
増
設
、
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
な

ど
、
様
々
な
取
組
み
を
行
い
な
が
ら
多

く
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
き
た
２
つ
の

運
行
形
態
は
、
人
口
の
減
少
や
市
街
地

周
辺
へ
の
偏
在
、
交
通
弱
者
の
通
院
・

買
い
物
手
段
の
確
保
と
い
っ
た
課
題
に

対
し
て
も
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
有
し
、

県
内
は
も
と
よ
り
九
州
管
内
で
も
「
地

域
公
共
交
通
の
優
良
事
例
」
と
し
て
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

︻
西
之
表
市
の
公
共
交
通
の
特
徴
】

①
郊
外
～
市
街
地
の
移
動

　
〈
ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
〉
で
利
用
者
宅

ま
で
送
迎
＋
市
街
地
で
の
乗
降
箇
所
を

指
定

②
市
街
地
内
の
移
動

　
〈
わ
か
さ
姫
〉
で
循
環
方
式
の
２
系

統
（
北
回
り
・
南
回
り
）
か
ら
選
択

※
①
・
②
を
組
み
合
わ
せ
た
移
動
も
可

能③
運
賃
を
一
律
方
式
で
設
定

④
全
車
両
を
イ
ラ
ス
ト
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ

⑫

地域公共交通

デマンド型乗合タクシー 〈どんがタクシー〉
　自宅から市街地や病院までを運行する乗合タクシーで
す。わかさ姫のバス停に加え、種子島医療センター、百
合砂診療所、種子島産婦人科医院で乗降できます。
※事前の利用者登録及び毎回の利用予約が必要です。

運賃（1 回乗車ごと）
小学生以上 ￥300
運転免許証

自主返納者等 ￥150

運賃（1 回乗車ごと）
小学生以上 ￥100
運転免許証

自主返納者等 ￥50

市街地巡回バス 〈わかさ姫〉
　北回りと南回りの 2 系統で市街地
を循環します。予約不要でどなたで
も乗車可能です。

■問い合わせ先
西之表市地域公共交通活性化協議会

（市役所企画課政策推進係内）
☎ 22‐1111 内線 213

（洲之崎）

市政の窓 2019.10 月号
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⑬

年間利用者数の推移

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

年度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
人数 2,955 5,448 8,752 10,808 11,314 11,120 11,536

わかさ姫（北回り・南回り合計）
14,000
12,000
10,000

8,000
6,000
4,000
2,000

0

単位…人

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

年度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
人数 20,240 24,550 25,408 25,300 26,985 24,180 21,567

どんがタクシー（5 路線合計）
30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

単位…人

さ
ら
な
る
利
用
者
増
に
つ
な
が
る

　
　

   

高
い
満
足
度
を
目
指
し
て

　

わ
か
さ
姫
の
年
間
利
用
者
数
は
、
運

行
開
始
当
初
か
ら
増
え
て
い
ま
す
が
、

ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
は
近
年
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
満
足
度

調
査
で
は
、「
非
常
に
満
足
」・「
や
や
満

足
」
の
合
計
が
、わ
か
さ
姫
は
28
・
９
％
、

ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
は
32
・
２
％
（
平
成

30
年
度
）
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
満
足
度
向
上
に
向
け
た
取
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
は
、
利
用
者
・
事
業

者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
・
助

け
合
い
な
が
ら
運
営
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
で
は
、
今
後
も
利
用

者
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
検
討
や
サ
ー
ビ
ス

向
上
へ
の
取
組
み
な
ど
を
継
続
し
、
引

き
続
き
安
定
的
な
運
行
に
努
め
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
乗
車
し
た
こ
と
が
あ
る
方

は
も
ち
ろ
ん
、
わ
か
さ
姫
や
ど
ん
が
タ

ク
シ
ー
を
知
ら
な
か
っ
た
方
、
使
っ
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
方
な
ど
も
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
、
ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
と
わ

か
さ
姫
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
利
用
方
法
・
ダ
イ
ヤ
等
に
つ
い

て
は
、
市
役
所
企
画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
運
賃
割
引
制
度
】

　

わ
か
さ
姫
・
ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
の
い
ず
れ
も
、

次
の
方
は
運
賃
が
半
額
と
な
り
ま
す
。

・
高
齢
者
等
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
及
び
療
育
手
帳
ま
た
は
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
被
交
付
者

・
第
１
種
身
体
障
害
者
の
付
添
介
護
人
１
人

※
乗
車
ご
と
に
本
人
に
よ
る
手
帳
や
返
納
カ
ー

ド
の
提
示
が
必
要
で
す
。

※
足
腰
の
衰
え
な
ど
、１
人
（
利
用
者
ご
自
身
）
で
の
安
全
な
乗
降
が
困
難
な
方
に
は
、

危
険
防
止
の
た
め
、
必
ず
介
助
者
等
の
同
乗
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

榕
城
、下
西
校
区
の
方
か
ら
「
ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
は
利
用
で
き
な
い
と
思
っ

て
い
た
」
と
い
う
声
を
耳
に
し
ま
す
。
下
西
校
区
は
全
地
域
、
榕
城
校
区
は

一
部
地
域
で
利
用
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

柳
原
線
…
…
本
立
、
平
田
、
牧
之
峯

立
山
線
…
…
今
年
川
、
竹
鶴
、
小
牧
野
、
桃
園
、
上
之
原
町

古
田
線
…
…
小
牧
、
納
曽
、
中
野
、
朝
日
が
丘
、
岳
之
田
、
鞍
勇

国
上
線
…
…
洲
之
崎

住
吉
線
…
…
川
迎
、
塰
泊
、
池
野
、
上
石
寺
、
下
石
寺
、
若
宮

※
運
転
が
不
安
な
方
は
、
事
故
防
止
の
た
め
に
も
、
ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

榕
城
（
一
部
）・
下
西
校
区
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
！

種子島
運転免許自主返納カード

住　所　西之表市
氏　名　警察
生年月日
返　納
発　行　種子島警察署長
申・失・再

見本

顔写真鹿児島県
種子島警
察署長印
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　平成 19 年６月に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（以下「健全化法」）により、
地方公共団体は平成 19 年度決算から健全化判断比率と資金不足比率を算定し、監査委員の審査に付した
うえで議会に報告し、市民へ公表することが義務付けられました。
　これに基づき平成 30 年度決算に基づく本市の健全化判断比率及び資金不足比率をお知らせします。

■問い合わせ先　市役所財産監理課財政係　☎ 22‐1111 内線 283
西之表市の健全化判断比率・資金不足比率

区　　分
健全化判断比率 早期健全化基準（※ 1） 財政再生基準

（※ 2）
地方債

許可基準平成 30 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 29 年度
①実質赤字比率 － － 14.58％ 14.57％ 20.00％ 10.00％
②連結実質赤字比率 － － 19.58％ 19.57％ 30.00％
③実質公債費比率 9.4％ 9.2％ 25.0％ 25.0％ 35.0％ 18.0％
④将来負担比率 45.9％ 45.6％ 350.0％ 350.0％
＊実質赤字、連結実質赤字がなく実質赤字比率、連結実質赤字比率が算定されないため「－」で記載しています。
＊実質公債費比率は、平成 20 年度まで地方債許可移行基準 18％を超えており、地方債発行に許可を要する団体
となっていました。その後、公債費適正化計画を策定して行財政改革など財政の健全化を図った結果、平成 21 年
度に 17.6％と 18.0％を下回り、地方債発行に許可を要しない協議団体に移行しています。

※ 1  早期健全化基準…財政収支が不均衡、財政状況が悪化した状況で、地方公共団体が自主的・計画的に
その財政の健全化を図るべき基準。表の 4 つの比率のそれぞれについて定められています。
※ 2  財政再生基準…財政収支の著しい不均衡、財政状況の著しい悪化により自主的な財政の健全化を図る
ことが困難な状況で、計画的にその財政の健全化を図るべき基準。表の①、②、③の比率のそれぞれに、
早期健全化基準を超えるものとして定められた数値です。

1  健全化判断比率
　健全化法では、地方公共団体の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断する
ためのものとして、以下の４つの財政指標を「健全化判断比率」として定めています。
　本市の 4 つの指標は、すべて健全化基準を下回っています。

⑭

●健全化判断比率の経年変化
　実質赤字比率と連結実質赤字比率は、一般会計及び特別会計の実質収支が黒字であることから、赤字は
発生していません。実質公債費比率と将来負担比率は、新規に発行する地方債の抑制や繰上償還、さらに
は基金造成などを行ってきており数値は改善傾向にあります。
　しかし、県内 19 市や類似団体との比較では、まだまだ十分な財政指数ではありません。長期振興計画
のもと、中長期的な視点に立って財政運営を行っていきます。

▽経年変化のグラフ▽
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58.0

28 年度

実
質
公
債
費
比
率
（
％
）

9.2

29 年度
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②連結実質赤字比率
　全会計を対象とした実質赤字額または資金の不足額の標準財政規模に対する比率。一部の会計で赤字が
発生していれば、市全体の財政は良いとはいえません。

－ 16.11％
（負の数値の場合、黒字）

連結実質赤字額（一般会計等の実質収支額＋公営
企業及び特別会計の資金不足額または資金剰余額）

標準財政規模
－ 923,100
5,728,531

＝ ＝

◆一般会計等の実質収支額（303,032 千円）、水道事業、地方卸売市場特会の資金不足額または資金剰余額
（423,501 千円）、国保特会、介護特会、後期特会、交通災害特会の資金不足額または資金剰余額（196,567

千円）であり、合計 923,100 千円となります。算定式にあてはめた結果、－ 16.11％となり実質赤字比率
は発生しない「－」ということになります。

⑮

－ 5.28％
（負の数値の場合、黒字）

一般会計等の実質収支額（※5）
標準財政規模

－ 303,032
5,728,531

＝ ＝

①実質赤字比率
　一般会計等（普通会計）を対象としており、実質赤字額（※ 3）が標準財政規模（※ 4）に対する比率。
赤字が生じた場合は、早期解消を図る必要があります。

◆歳入総額から歳出総額を差し引いた歳入歳出差引額（314,066 千円）に対して、翌年度へ繰り越すべき財
源（11,034 千円）を差し引いた実質収支額が 303,032 千円となります。標準財政規模が 5,728,531 千円で、
算定式にあてはめた結果、－ 5.28％となり実質赤字比率は発生しない「－」ということになります。
※ 3 一般会計等の実質赤字額…一般会計、特別会計のうち普通会計に相当する会計における実質赤字額。
※ 4 標準財政規模…地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模。
※ 5 実質収支額…その年度の収入と支出の実質的な差額。歳入歳出差引額から翌年度繰り越すべき財源を
控除した額をいいます。

③実質公債費比率（3 か年平均）
　一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金（※ 6）の標準財政規模を基本とした額に対する比率。

※ 6 準元利償還金…公営企業など他の会計の公債費に対して一般会計から繰り出す経費や一部事務組合の
公債費に対する負担金などを指します。

◆地方債元利償還金（1,149,096 千円）、準元利償還金（234,012 千円）、特定財源（57,919 千円）、元利償
還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額（832,726 千円）を算定式にあてはめた結果、平成 30 年
度（単年度）は 10.05888％となりました。実質公債費比率は通常 3 か年平均（平成 28 年度～平成 30 年度）
で表すことから、9.4％となります。

10.05888％
（Ｈ 30）

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－
（特定財源＋元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）
標準財政規模－

（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

492,463
4,895,805

＝ ＝

3 か年平均＝（H28：9.23270 ＋ H29：8.99474 ＋ H30：10.05888）　÷　3　＝　9.4％

④将来負担比率
　地方公社や損失補償を行なっている出資法人等に係るものも含め、一般会計等（普通会計）が将来負担
すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率です。

45.9％

将来負担額（※ 7）－（充当可能基金額＋特定財源見込額＋地方債
現在高に係る基準財政需要額算入額）
標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

2,250,897
4,895,805

＝ ＝
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⑯

２  財政の早期健全化と財政の再生
　地方公共団体は、健全化判断比率のいずれかが早期健全化基準以上である場合には、当該健全化判断比
率を公表した年度の末日までに、「財政健全化計画」を定めなければなりません。
　また、再生判断比率（健全化判断比率の表の①、②、③）のいずれかが財政再生基準以上である場合には、
当該再生判断比率を公表した年度の末日までに、「財政再生計画」を定めなければなりません。

会計区分 対象会計名等

地
方
公
共
団
体

一般会計 一般会計等 一般会計

特別会計
公営事業会計

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療保険特別会計
交通災害事業特別会計

うち公営
企業会計

西之表市水道事業会計（法適用）
西之表市地方卸売市場特別会計（法非適用）

・一部事務組合
・広域連合

種子島地区広域事務組合、熊毛地区消防組合
鹿児島県後期高齢者医療広域連合、鹿児島県市
町村総合事務組合、種子島産婦人科医院組合

・地方公社
・第三セクター等

種子島空港ターミナルビル（株）
（公社）西之表市農業振興公社

西之表市土地改良区

※
公
営
企
業
ご
と
に
算
定

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率
資
金
不
足
比
率

▽健全化判断比率等の対象となる会計
　健全化判断比率の対象となる会計の範囲を図示すると、次のとおりです。

３  資金不足比率の内容
　公営企業ごとの、事業の規模に対する資金不足額の比率（公営企業の資金不足を、公営企業の料金収
入の規模と比較して指標化し、経営状態の悪化の度合いを示す指標）。
　資金不足比率が経営健全化基準以上となった場合には、「経営健全化計画」を定めなければなりません。
　本市の公営企業会計は次のとおり、資金不足はありません。

※ 8 経営健全化基準…地方公共団体が、自主的かつ計画的に公営企業の経営の健全化を図るべき基準とし
て、資金不足比率について定められた数値です。

会計名 資金不足比率 経営健全化基準（※ 8）企業債許可制移行基準（参考）H30 H29

◆将来負担額（14,160,025 千円）、充当可能基金額（3,220,236 千円）、特定財源見込額（386,466 千円）、
地方債現在高に係る基準財政需要額算入額（8,302,426 千円）、元利償還金・準元利償還金に係る基準財政
需要額算入額（832,726 千円）を、算定式にあてはめた結果、将来負担比率は 45.9％となりました。
※ 7 将来負担額…一般会計の地方債残高、契約等で将来の支払いを約束されているもののうち公債費に
準じるもの、公営企業など他の会計の地方債残高のうち一般会計が負担するもの、一部事務組合の地方
債残高のうち市の負担分、職員の退職手当支給予定額、第３セクター等への損失補償などをいいます。
地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残
高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示す指標ともいえます。

西之表市水道事業会計 － － 20％ 10％西之表市地方卸売市場特別会計 － －
＊資金不足がなく資金不足比率が算定されないため「－」で記載しています。
＊経営健全化基準は、健全化判断比率での早期健全化基準にあたるもので 20％を超えると経営健全化計画策定が
義務付けられます。
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　10 月 27 日（日）、種子島を自転車で 1 周するイ
ベント「ジロ・デ・種子島」を開催します。
　種子島の風を楽しんで参加者が自転車で走りま
すので、皆さんのご声援をよろしくお願いします。
また、道路通行上のご協力をお願いします。

■問い合わせ先　種子島観光協会☎ 0997‐23‐0111
https://girodi-tanegashima.com/entry.html

10/27　ジロ・デ・種子島 2019 開催

　７月 20 日（土）、21 日（日）に鹿屋市で開催さ
れた第 21 回九州壮年ソフトボール大会県予選に、
西之表市壮年クラブ（塩崎芳徳監督、岩坪陽一郎
主将）が出場し、見事優勝を飾りました。
　同チームは、10 月 19 日（土）、20 日（日）に
種子島島内で開催される本大会に出場。初戦は、
19 日に美浜グラウンドで、佐賀県代表と対戦しま
す。
　ぜひ会場で出場選手に声援を送ってください。

九州壮年ソフト　種子島開催
県予選優勝の西之表市壮年クラブが出場！

ジロ・デ・種子島

【主な経由地点】
◆ 150 ㎞コース午前７時スタート⇒国上⇒伊関⇒現和
⇒安城⇒宇宙センター⇒島間⇒龍星館⇒フィニッシュ
◆ 78 ㎞コース午前８時スタート⇒東町⇒田之脇
⇒油久小⇒龍星館⇒フィニッシュ
※スタート・フィニッシュは日ポみなと公園

⑰ 市政の窓2019.10 月号
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落
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

部
落
差
別
を
解
消
す
る
必
要
性
に
つ
い

て
国
民
一
人
一
人
の
理
解
を
深
め
る
よ
う

努
め
る
こ
と
で
、
部
落
差
別
の
な
い
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
М
o
ｍ
（
モ
ム
）
の
基
本
姿
勢

　

様
々
な
人
権
課
題
を
自
分
の
こ
と
と
し

て
考
え
る
た
め
に
、「
М
o
ｍ
（
М
：
見
つ

め
る
、
o
：
思
い
を
め
ぐ
ら
す
、
m
：
向

き
合
う
）
の
基
本
姿
勢
」
を
基
盤
に
、
当

事
者
の
思
い
や
願
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

＊
参
考

　

じ
ん
け
ん
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
鹿
児
島
県
）

　

な
く
そ
う
差
別 

築
こ
う
明
る
い
社
会
（
鹿

児
島
県
教
育
委
員
会
）

子
ど
も
・
若
者
の

　

自
立
支
援
巡
回
相
談
会
を
開
催

　
「
か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り

の
状
態
に
あ
る
子
ど
も
・
若

者
や
そ
の
保
護
者
を
対
象
と

し
た
巡
回
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

【
日
時
】

　

10
月
24
日
（
木
）
13
時
～
17
時
10
分

【
開
催
場
所
】
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

【
対
象
者
】不
登
校
、ひ
き
こ
も
り
、ニ
ー
ト
、

フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
本
人
及
び
保
護
者

【
相
談
費
】
無
料

【
申
込
締
切
】
10
月
17
日
（
木
）

【
問
合
せ
先
】

　

か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
‐
２
５
７
‐
８
２
３
０
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■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

知
っ
得
！

年
金 
シ
リ
ー
ズ

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年

金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以

下
の
、
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る

た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、
日
本

年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が
実
施
し
て

い
ま
す
。

【
対
象
者
】

〇
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

（
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
）

・
65
歳
以
上
で
あ
る
。

・
世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
と

な
っ
て
い
る
。

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計

が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る
。

〇
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
（
次
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
） 

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円
以
下

で
あ
る
。

【
請
求
手
続
き
（
２
パ
タ
ー
ン
）】

①
平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
…
日
本
年
金
機
構
か
ら

請
求
手
続
き
の
ご
案
内
が
９
月
上
旬
か
ら

順
次
届
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
封

の
は
が
き
（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請

求
書
）
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に
年
金
を
受

給
し
は
じ
め
た
方
…
年
金
の
請
求
手
続
き

と
併
せ
て
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
町
村

で
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
『
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
』

　

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
０
９
２

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
注
意
※

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、
口

座
番
号
を
聞
い
た
り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭

を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
年
金

機
構
や
厚
生
労
働
省
を
装
っ
た
不
審
な
電
話

や
案
内
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
！

　
　
　
　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

消
費
生
活
の
窓

消
費
税
率
引
き
上
げ
に

　
　
　
　

便
乗
し
た
詐
欺
に
注
意

■
消
費
に
関
す
る
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
1
8
8
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

　

☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
1
4

【
事
例
】
銀
行
の
業
界
団
体
を
名
乗
る
男
か
ら
、

「
消
費
税
増
税
の
関
係
で
、
高
齢
者
に
社
会
保

険
料
の
一
部
が
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
。
通
帳
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
番
号
を
教
え
て
ほ
し

い
。
お
宅
は
４
万
円
戻
る
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

（
80
歳
代
男
性
）

◆
社
会
的
に
話
題
に
な
っ
て
い
る
出
来
事
を
悪

用
し
、
言
葉
巧
み
に
近
づ
く
詐
欺
手
口
が
見
ら

れ
ま
す
。
今
後
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
便

乗
し
た
手
口
の
発
生
が
予
想
さ
れ
、
注
意
が
必

要
で
す
。

◆
金
融
機
関
や
行
政
等
が
、
消
費
税
増
税
を
理

由
に
消
費
者
個
人
に
電
話
を
か
け
て
く
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
お
金
が
戻
っ
て
く
る
」
な
ど

と
言
わ
れ
て
も
信
用
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

◆
着
信
番
号
通
知
や
録
音
機
を
活
用
し
、「
知
っ

て
い
る
人
以
外
の
電
話
に
は
直
接
出
な
い
」
こ

と
も
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
１
つ
の
方
法
で
す
。

◆
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
最
寄

り
の
警
察
や
西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

等
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。（
警
察
相
談
専
用
電

話
「
＃
９
１
１
０
」
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
１
８
８
」）

年金給付金 検  索
請求手続きは
お早めに！

発 生 件 数　 11 件
死 者　   0 人
負 傷 者　 15 人

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,718 4,089 7,807 3,961
上西 242 260 502 279
下西 1,040 1,165 2,205 1,172
国上 501 545 1,046 576
伊関 188 202 390 212
安納 188 199 387 222
現和 591 609 1,200 663
安城 140 146 286 163
立山 48 43 91 51
中割 42 46 88 54
古田 171 203 374 195
住吉 385 459 844 478

［校区別］

［火　災］
出火件数　 1 件
うち建物　 1 件

［救　急］
出動件数　77 件
うち急病　51 件

8 月分

9 月 10 日現在（累計）
［人口］

全体 15,220 人（－ 32）
男性 7,254 人（－ 17）
女性 7,966 人（－ 15）

［世帯数］
8026 世帯（－ 12）

（　）内の数字は前月比

8 月末現在

交通事故

火災・救急
人口・世帯

暮らしの窓
（人身事故）
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第
１
回
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た
！

　

８
月
８
日（
木
）

～
10
日
（
土
）、

第
１
回
サ
イ
エ
ン

ス
シ
ョ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
い
ろ
ん
な
ロ
ケ
ッ
ト

飛
ば
し
て
み
よ
う
！
」
と
題
し
て
、

「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
ロ
ケ
ッ
ト
」
や

「
野
菜
燃
料
ロ
ケ
ッ
ト
」
の
製
作
・

打
上
げ
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

思
い
思
い
の
デ
ザ
イ
ン
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
製
作
し
、
打
上
が

る
様
子
に
、
島
内
外
か
ら
参
加
の
皆

さ
ん
も
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

　

科
学
館
で
は
、
今
後
も
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより ★★
★

★
★ ★ ★

★
★ ★ ★ ★

「
つ
ば
め
」
が
「
つ
ば
め
」
を
撮
影
！

　

平
成
29
年
12
月
に
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
か
ら
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
37

号
機
に
よ
り
打
上
げ
ら
れ
た
、
超
低

高
度
衛
星
技
術
試
験
機
「
つ
ば
め
」

が
、
九
州
新
幹
線
「
つ
ば
め
」
の
撮

影
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
人
工
衛
星
と
九
州
新
幹

線
が
同
名
で
あ
る
こ
と
を
き
っ
か
け

に
実
施
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
Ｊ
Ｒ
九

中
種
子
町
に
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の

　
　
　

追
尾
局
が
完
成
し
ま
し
た
！

州
の
コ
ラ
ボ

企
画
。
九
州

で
は
雨
の

日
が
続
く

中
、
高
度
約

２
２
０
㎞
の

宇
宙
空
間
か
ら
、
雲
と
雲
の
一
瞬
の

隙
間
を
縫
っ
て
奇
跡
的
に
撮
影
で
き

ま
し
た
。

　
「
つ
ば
め
」
は
、
超
低
高
度
軌
道

（
３
０
０
㎞
よ
り
低
い
軌
道
）
を
飛
行

し
、
高
分
解
能
で
の
撮
像
実
験
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
１
階
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
係
）　

☎
２
３
‐
５
２
２
５

　

高
齢
者
虐
待
は
、
虐
待
と
認
定
さ
れ
た

も
の
だ
け
で
も
年
間
約
１
万
７
０
０
０

件
、
相
談
は
３
万
件
以
上
も
あ
り
ま
す
。

　

叩
く
な
ど
の
「
身
体
的
虐
待
」、
怒
鳴

る
・
無
視
す
る
な
ど
の
「
心
理
的
虐
待
」、

食
事
を
食
べ
さ
せ
な
い
・
劣
悪
な
環
境

に
放
置
す
る
な
ど
の
「
介
護
等
放
棄
（
ネ

グ
レ
ク
ト
）」、
お
金
を
使
わ
せ
な
い
・

年
金
を
許
可
な
く
使
う
な
ど
の
「
経
済

的
虐
待
」、
お
む
つ
の
交
換
や
入
浴
後
に

裸
の
ま
ま
放
置
す
る
「
性
的
虐
待
」
な

ど
が
高
齢
者
虐
待
に
あ
た
り
ま
す
。

　

虐
待
の
原
因
は
、
ス
ト
レ
ス
、
人
間

関
係
、
認
知
症
な
ど
の
病
気
な
ど
様
々

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
そ
も
そ
も
虐
待

と
認
識
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年

度
の
打
上
げ
に

向
け
て
開
発
が

進
む
Ｈ
３
ロ

ケ
ッ
ト
、
そ
の
追

尾
局
の
１
つ
が
中
種
子
町
牧
川
の
県

道
76
号
線
近
く
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
テ
ナ
に
は
「
レ
ド
ー
ム
」（
白

い
お
椀
の
状
の
も
の
）
が
被
さ
っ
て

お
り
、
こ
れ
は
雨
や
風
か
ら
ア
ン
テ

ナ
を
守
る
た
め
の
も
の
で
、
電
波
を

通
す
素
材
で
出
来
て
い
ま
す
。

　

お
近
く
を
お
通
り
の
際
は
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

これって虐待？チェックシート
□認知症で家の外に出て危ないからと、鍵をかけて出
られないようにする。
□高齢者に対して子どもと同じように話す。
□トイレの失敗を他人に言いふらす。
□季節感に合わない洋服を無理に着させる。
□無視をする。
□日用品や食料など必要なものを買わせない。
□物を投げつける。
□転ぶのが心配なのでドアを開けたまま排泄させる。
□本人は行きたがっているのに理由なくデイサービス
に行かせないようにする。
※これらすべてが虐待にあたる可能性があります。

高
齢
者
虐
待
の
ご
相
談
は

    

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　

虐
待
に
気
づ
い
た
方
や
気
に
な
る
高

齢
者
が
い
る
場
合
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
虐
待

を
未
然
に
防
い
だ
り
、
介
護
・
認
知
症

の
対
応
を
伝
え
た
り
、
虐
待
に
歯
止
め

が
き
か
な
い
家
族
に
対
し
て
必
要
な
支

援
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
虐
待
を
防
ぐ
き
っ
か
け
と
な
り

ま
す
。
通
報
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
高
齢
者
虐
待
は
誰
し
も
が
直
面
す
る
可
能

性
が
あ
る
問
題
で
す
。
自
分
自
身
の
問
題
と

し
て
考
え
地
域
で
支
え
あ
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

些
細
な
こ
と
で
も
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
相
談
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
で
防
ご
う
！  

多
様
化
す
る
高
齢
者
虐
待

ｽｰﾊﾟｰﾎﾞｰﾙﾛｹｯﾄ製作中

新幹線「つばめ」と横断幕

完成した牧川追尾局

㉑ 市政の窓2019.10 月号



（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

宮
下　

一
二
三

69

久
保
田

小
田　

文
子

85

西
町

宮
尾　

慶
子

78

中
西

𠮷
原　

昭
保

82

中
野

木
原　

ヒ
デ

94

塰
泊

永
田　

義
彦

93

柳
原

伊
藤　

博

83

鴨
女
町

濱
元　

辰
雄

72

庄
司
浦

羽
生　

實
行

74

川
迎

本
炭　

ミ
ヤ

98

武
部

鎌
田　
　

雄

84

下
郷

中
園　

道
信

83

武
部

  

香
典
返
し
寄
附
・
一
般
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
７
月
受
付
分
）

戸籍の窓

（
寄
付
者
名
）（
住
所
）（
故
人
名
）

後
庵　

則
男
洲
之
崎
後
庵　

多
美

榎
本　

正
路
池
野

榎
本　

ヨ
ミ

柳
田　

正
一
天
神
町
柳
田　

良
子

沖
田　

孝
好
沖
ケ
浜
田
沖
田　

キ
ヨ
子

下
江　

洋
一
郎
湊

下
江　

ツ
ヤ

木
原　

長
男
上
之
原
町

木
原　

純
子

西　

サ
キ
子
古
田
上
之
町

西　

幸
一
郎

今
門　

敬
子
生
姜
山
安
田　

起
雄

浦
口　

良
人
浜
之
町
浦
口　

繁
子

橋
口　

尚
武
野
首

橋
口　

ト
シ

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
・
一
般
と
し
て

ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会

福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

桑
原　

大
輔　
　
　

野
首　
　

　
　

＆

平
原　

明
日
香　
　

小
牧
野

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
～
９
月
15
日
受
付
分
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
～
９
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  

お
く
や
み（
～
９
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

前
之
園　

加か
す
み純
女
公
貴

早
希

榕
城
中
目

野
里　

莉り
こ子

女
健
太

亜
衣
里
朝
日
が
丘

本
城　

七な
な
み海

女
忠
久

裕
美

川
氏

大
迫　

煌こ
う

男
聖

万
基
子
納
曽

小
山
田　

悠ゆ
う
げ
ん舷
男
傑

佳
奈

現
和
下
之
町

遠
藤　

美み
ら
ん蘭

女
栄
作

菜
保
美
千
葉
県

池
村　

幸ゆ
き
や
す泰

男
暢
人

晴
香

小
牧

鮫
島　

莉り
あ愛

女
力

香
奈
美
松
畠

藤
田　

莉り
な愛

女
紘
人

美
喜

鞍
勇

※
一
般
寄
附　

林
家　

種
平

広告

岩
重　

泰
則

100

浦
田

西
村　

時
保

62

納
曽

山
口　

タ
ネ

92

洲
之
崎

坂
元　

良
子

84

国
上
中
目

遠
藤　

定
七

91

能
野
里

坂
口　

萬
𠮷

91

塰
泊

広告

武
田　

圭
輔　
　
　

池
野　
　

　
　

＆

林　

亜
津
美　
　
　

小
牧

　
（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

長
瀬　

恵
斗　
　
　

塰
泊　
　

　
　

＆

前
田　

真
帆　
　
　

小
牧

㉒市政の窓 2019.10 月号



広告の ひ ろ ば 裏表紙へ続く 広告

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘

書
広
報
係
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ

さ
い
。
掲
載
に
つ
い
て
は
、
公
正
・
公
平
の
観
点
か
ら
一
人
一
点
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

文
 

芸
 

に
し
の
お
も
て

居
ず
ま
い
を
正
し
高
座
の
小
学
生
と
ん
ち
話
で
笑
い
を
さ
そ
う

せ
せ
ら
ぎ
を
さ
ま
よ
い
な
が
ら
川
ト
ン
ボ
か
細
き
体
川
原
に
遊
ぶ

朝
日
う
け
葉
か
げ
に
光
る
キ
ン
カ
ン
に
今
朝
も
目
白
が
い
つ
も
の
枝
に

友
は
逝
く
し
と
し
と
と
降
る
雨
の
中
遠
雷
の
音
な
お
ま
た
悲
し

才
能
な
き
我
の
短
歌
を
「
よ
か
歌
じ
ゃ
」
と
ほ
め
く
れ
し
師
よ
な
ぜ
に
早
逝
く

種し

ま
子
島
は
秋
刈
り
入
れ
終
え
し
田
を
な
が
め
天
智
天
皇
の
み
歌
を
偲
ぶ

こ
れ
よ
り
も
習
う
事
多
き
歌
の
道
残
念
無
念
師
は
逝
き
ま
せ
り

な
つ
く
れ
の
た
ち
ゆ
く
伯を

ば母
へ
や
を
ら
添そ

ひ
つ
ば
ら
つ
ば
ら
に
み
め
ぐ
み
思お

も

ふ

亡
き
母
は
お
墓
に
花
を
あ
げ
る
よ
り
今
を
尽
く
せ
と
口く

ち
ぐ
せ癖

だ
っ
た

待
ま
ち
し
渡
り
の
蝶
を
庭
に
見
る
傷
つ
き
し
羽
根
花
に
ひ
ろ
げ
て

山や
ま
あ
い間

の
迫さ

こ
だ田

に
揺ゆ

れ
る
鳥と

り

追お

い
の
銀ぎ

ん

の
テ
ー
プ
が
夕
日
に
眩ま

ぶ

し

「
バ
イ
バ
イ
」
を
や
っ
と
覚お

ぼ

え
た
幼お

さ
な
ご子

に
手
を
振ふ

り
マ
マ
は
駅
へ
と
走
る

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
は
緑あ

お

の
く
り
返
し
新
幹
線
は
山
頭
火
の
ご
と

十
和
田
湖
の
見
事
な
紅
葉
素
晴
ら
し
く
夫
と
旅
し
た
想
い
出
を
追
う

髪
を
切
り
君
の
視
線
を
感
じ
て
る

暑
い
け
ど
散
歩
し
な
が
ら
秋
感
じ

盆
行
事
亡
き
母
感
じ
手
を
合
わ
す

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

庄
司
浦
・
岩
坪　

勇
二

野
首
・
榎
元　

シ
ヅ
子

東
町
・
鎌
田　

宗
信

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

鴨
女
町
・
桑
原　

房
子

洲
之
崎
・
後
庵　

キ
ク

東
京
都
・
中
村　

力

横
山
・
中
目　

健
一
郎

西
町
・
名
越　

和
子

群
馬
県
高
崎
市
・
西
門　

正
德

群
馬
県
高
崎
市
・
西
門　

香
里

西
町
・
濱
田　

千
代

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
い
ち
ろ
ー

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ひ
ろ
こ

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
よ
し
こ

広告

※「暮らしの窓」は 20
頁に掲載しています。

青果状況【８月】 種子島公設地方卸売市場☎ 22‐0216
　

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
10
月
の
休
み
》
２
日
・
６
日
・
９
日
・
13
日
・
14
日
・

20
日
・
23
日
・
27
日
・
30
日

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根 菜 類 336 236 3,962 496
葉茎菜類 225 144 5,616 1,159
果 菜 類 2,313 581 3,713 1,143
そ の 他 7,315 2,080 4,132 909
小 計 10,189 3,041 17,423 3,707

果
物
類

かんきつ類 0 0 539 240
果 瓜 類 3,412 276 583 96
そ の 他 536 436 2,269 813
小 計 3,948 712 3,391 1,149

鳥卵・加工品等 173 69 1,155 466
花　類 41,095 本 1,483 250 本 18

区　

分

島
内
産

島
外
産

入
荷
量
36
ト
ン
14
ト
ン（
39
％
）
22
ト
ン（
61
％
）

取
引
額

  

１
０
６
５
万
５
３
１
万
円

　
（
50
％
）

５
３
４
万
円

　
（
50
％
）

広告

　SNS で市政情報を
発信しています。
　SNS 一覧からご確
認ください。

西之表市　SNS

facebook

　「西之表市
　　　お知らせ版」

ツイッター

㉓ 市政の窓2019.10 月号
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広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

22
Ｐ
か
ら
続
く

鹿児島県西之表市現和3305-2

30997-25-0079 50997-25-1101日昇製糖工場
にっ しょう

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

こだわりの味

（日建学院 種子島校内）
鹿児島県西之表市池田15

〈受付時間〉
日曜日・祝日を除く10:00～18:00

tel 0120-937-420

種子島教室

榕城小

鉄砲館

市役所

市立図書館

逆瀬川書店ココ

※お電話はヒューマンキッズ福岡事務局で
　承ります。

お申し込み・
　お問い合わせは


